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0．はじめに
　本稿ではHalle（2005）で提案されている素
性同化としての口蓋音化（以下、口蓋化）につ
いての分析を日本語に適用し、その問題と妥当
性を論じる。1節では口蓋化を概観し、2節で
は且aUeの分析を整理し、3節では日本語のサ
行、タ行、ハ行各子音に観察される口蓋化にも
Ha皿eの分析は適用できることを確認するとと
もにいくつかの問題点を指摘する。4節では
Halleとは異なる素性表示を提案するClements
and且ume（1995）の分析をとりあげ比較する
なかで且alle分析の問題を論じ、その妥当性を
考える。5節は本稿のまとめである。
1．二種類の硬口蓋化
　2つの言語音が連続する場合、一方の音が本
来の調音に加え同時に、先行または後続するも
う一方の音に似た調音を持つことが多い。この
ような現象は副次調音と呼ばれ、［w］にみら
れるような軟口蓋と両唇が同時に調音に関与す
る二重調音または同時調音とは区別される。1
　英語における副次調音の代表的なものは、い
わゆる明るい‘1’（clear‘1’）や暗い‘1’（dark
T）にみられる口蓋化や軟口蓋音化であろう。2
この場合［1］が後続する前舌母音や後舌母音
などの影響を受けて、歯茎との接触を保つ舌尖
以外の部分、例えば前舌面や後舌面が後続母音
と似た位置まで上昇することでこの現象がおこ
るのである。重要なのは副次調音がみられるか
らと言って言語音の性質（種類）が変わるわけ
ではないということである。副次調音としての
硬口蓋化がおこった英語の［1］は舌尖による
歯茎での閉鎖と側音としての本来の性質に加
え、前舌面が上昇するという特徴を持ちながら
も依然として［1］に変わりがないと言える。
　隣接音からの影響がさらに進むと、音の性質
自体が変化することになる。つまり口蓋化との
関連でいえば、口蓋化がおこったために言語音
本来の性質を失い別な性質の音に変わることが
ある。これを同化という。（1）にあるのは英語
によく見られるロ蓋化による同化の例である。3
いずれの場合も後続のyouの硬口蓋接近音［」］
が先行する子音の口蓋化を引き起こしている。
（1） a．bet　you
b．did　you
c．kiss　you
d．buzz　you
hit　you
would　you
bless　you
faze　you
（1a）では［t］から［tf］、（1b）では［d］か
ら［叱］、（1c）では［s］から［∫］、（1d）では［z］
から［5］へと変化している。調音点が（1a）
と（1b）においては歯茎から後部歯茎へ、（1c）
と（1d）では歯茎から硬口蓋歯茎へと、それ
ぞれ硬口蓋に接近した位置へと変化しており調
音位置における同化がみられる。このような口
蓋化は、音韻論では後続する母音あるいは接近
音が持つ素性が先行子音に波及する（spread）
することでおこると考えられている。4本稿にお
いては後者、つまり同化現象としてのロ蓋化を
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分析対象とする。
2．Halle（2005）の分析について
　Halle（2005）は英語のelectric［k］と
electric［s］ityにみられる音交替（［k］と［s］）
が前舌母音の前で起こることに注目し、このよ
うな口蓋化または軟口蓋音軟音化現象は前舌母
音のもつ調音器官を指定する素性が先行子音に
波及することで起こる素性同化の例と考えてい
る。この考え方の根底にあるのは、言語の最小
単位は分節音または音素ではなく、限られた数
からなる普遍的な音韻素性（phonological
feature）であり、それぞれの素性が独自に波
及できるような層（tier）を成す構造をしてい
るというものである。そのような構造として（2）
のような‘bottie　brush’（円筒型をしたびん洗
浄用ブラシ〉構造をHalleは想定している。
（2）
　　　XI　　　　　　　　　　　X2　　　　　　　Timing　siots
Fl－Root　　m　　ド　　Root　　F2　／卜＼　　　／卜＼
F3　　　　F4　　　　F5　　　　　　　　　　F3　　　F4　　　　F5
　（2）では限られた数の素性FがRoot（根）で
結合して、そのRootが直接X（タイミングス
ロット：音韻的長さを表す）に結びついている。
図の中には明示されていないが、分節音は一つ
ずつXに結びつけられているものと考えられ
る。この構造の下では可能な同化は二種類だけ
である。つまりRoot全体の波及による完全同
化と、Rootから延びた単一の素性が波及する
ことで起こる同化の二種類である。
　上記の普遍的な音韻素性に含まれ、口蓋化を
論じる上で特に関連性のある素性は調音器官
（art董culator）を指定する素性である。ほとん
どの素性は［＋／一］という二つの値を持つ二
項素性（binary　feature）であるのに対し、調
音器官に関わる素性は．単一素性（unary
feature）であり、次に示す6つがあるとされ
ている。
（3）　Lips（Labial）
　　　　Tongue　blade（Corona1）
　　　　Tongue　body（Dorsa1）
　　　　ToRgue　root（Radical）
　　　　Soft　p田ate　（Rhinal）
　　　　Vocal　folds（Glottal）
（3 において左側が調音器官名を表し、括弧内
はそれに関わる素性を表している。それぞれの
言語音は上記六つの調音器官のいずれか一つも
しくは複数の器官により作られる。
　調音器官と他の素性との関係は次の二つに大
別される。まず素性［nasal］のように与えら
れた素性から関係する調音器官が唯一的に決定
できる素性は調音器官に束縛された
（articulator－bound）素性と呼ばれる。一方、様々
な調音器官により実行されるために、唯一的に
調音器官が決まらない素性、例えば
［continuant］などは、調音器官に束縛されな
い（articulator－free＞素性と呼ばれる。分節音
がこの後者の素性を持つ場合には、あらかじめ
調音器官を指定する必要がある。このようにし
て指定された調音器官は指定された調音器官
（designated　articulator：DA）と呼ばれる。し
かしながら、すべての分節音には調音器官に束
縛されない素性［＋／－consonanta　l］が含ま
れることになるので、すべての分節音は指名さ
れた調音器官（DA）に関する情報を含んでい
なければならないことになる。
　調音器官素性は他の素性と同様に隣接音に波
及し、その結果として調音点同化を起こす。（4）
は鼻音に見られる調音点同化の例である。なお
上向きの矢印は素性の波及を、Zの付いた線は
波及後に切断（delink）されることをそれぞれ
示す。
（4）
a・co【m］petcnt，　co【nltincnt，　co［O】gregate
??
　　　XI　　　　　　　X2　　　Timing　slots
　　　l　　　l
　　　Root　　　　　　　　　Root　　Featurcs
【＋cons】［＋nas】　［DAArtl｝　　［DAArt2】1＋cons】
鼻音X1の調音点素性［DAArt1］が後続子音
X2の調音点素性［DAArt2］の波及を受けて
X2と同じ調音点素性［DAArt2］を持つことで、
同じ調音点をもつ鼻音となる。
　同じDA波及による同化はドイツ語にも存
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在するが、やや複雑である。ドイツ語では無声
継続音である［x］は一定の環境において［c］
と交替する。つまり［DADorsal］（以下、
［DADors］）素性を持つ［x］は［DACorona1］
（以下、［DACor］）である共鳴音［n、　r、1］の
後で［9］となる。同化の方向性は（4）とは
逆で、（5）にみるように先行子音の［DACor］
が後方に波及し後続子音が同化するのである。
さらに［x］が［c］とではなく［∫］と交替す
る方言もある。この［∫］も、［9］同様［DACor］
を調音点素性として持つ。
（5）
　　　XI　　　　　　　X2　　　　　　　Timing　slots
　　　l　　　I
　　Root　　　　　　　　Root　　　　　　　　　Features
．1’窒wv－”’1；
【＋son］［＋cons］［DACor］　［DADors］【＋cont］【＋cons］［＋son］
　しかしながら、（5）では［C］と［∫］は同じ
調音器官素性［DACor］を持つため明確に区
別できない。これを解決するために且alleは［c］
に交替する場合X2の根に［－ant］［＋dist］［－
strid］の各素性を付加する規則を提案してい
る。［∫］に変わる場合には［－strid］が［＋
strid］となる。
　［x］と［9］の交替は［DACor］である共鳴
音［n、r、1］の後だけでなく前舌母音の後で
も起こる。この二つの交替を同じ口蓋化として
統一的に説明するために、全ての母音が持つ
［DADors］に加え前舌母音は［DACor］をも
持つと仮定している。5つまり（5）を（6）の様に
一部修正を加えることで一般化が可能となる。
（6）
　　　　XI　　　　　　　X2　　　　　　　Timing　s匪ots
　　　　l　　　l
　　　Root　　　　Root　　　　Featurcs
／／N．一一一一一11；
1・consl｛DADors］［DACer】　［DADorsl【＋cont］【＋cons］【＋son］
　このように考えることで、英語に見られるロ
蓋化または軟ロ蓋軟音化も、前舌母音の
［DAC◎r］が先行音に波及することで起こる同
化現象であると説明される。
　しかしながら調音器官素性同化以外の部分で
は、ドイツ語の音交替と同様に、特別な調整が
必要となる。つまりロ蓋化を受けて［k］は［＋
ant］を持つ継続音［s］に変わるが、［g］の場
合は［－ant］である破擦音［d5］に変わるか
らである。そこでHalleは（7a）（7b）のよう
な素性付与を考える。波及以外の方法で付与さ
れる素性は下向きの矢印で表示されている。
（7）
a．1÷con】
　1
1
Root
［＋ant】　　【●dis】
　　【・voiCC】［＋cons】［・S。n1
【・ant】　　【＋dis1
　　【＋voicc1｛÷cons1【－son】
ぬ1
Root
Timing　slots
Features
PACor】【－cons】
b．【affr】
　　　　 　　　　　　【DACor】［－cons】
　ここで注意したいのは、（7a）（7b）におけ
る素性付与を調音器官素性［DACor〕の波及
と結びつけて、（7a）（7b）の素性付与も素性
同化現象であると考えることはできないという
ことである。というのも［DACor］の波及と
素性付与というふたつのプロセスは性質が全く
異なるからである。（7a）（7b）の素性付与は
DACor］を持つ子音に対して該当する素性を
与える性質を持つ規則と考えるのである。
　まとめればドイツ語における［x］と［g］、［∫］
の交替、英語の口蓋化（または軟口蓋軟音化）
は調音器官素性の波及とそれに伴う素性付与と
いう二段階からなるプロセスということができ
る。
3．日本語における口蓋化
　日本語における口蓋化子音の代表例は［∫i］、
［tfi］、［ci］であろう。いずれの場合も前節で
みた英語やドイツ語における音交替と同様に、
前舌母音／i／がかかわっていると考えられる。
本稿ではShibatani（1990）、Tsujimura（1996）、
窪薗（1999）等に従いサ行、タ行、ハ行各行の
子音音素はそれぞれ／s／、／t／、／h／であると考
え考察を行う。6
（8）　　／sa　si　su　se　so／
　　　　　／ta　ti　tu　te　to／
　　　　　／hahihuheho／
／s／は前舌母音／i／の前で［∫］に、／t／も同様
に前舌母音／i／の前で［ゴ］、／h／も／1／の前で
口蓋音の［c〕として具現化する。7ここでは本
来の調音点が歯茎である／s、t／と、声門を調
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　音点とする／h／を分けて論じることにする。
　　最初に／i／の前で観察される［ci］を考察する。
　／h／は声門摩擦音であることから指定調音器官
　素性として［DAGlot］を持ち、他方／i／は前
　節同様に［DACor］、［DADor］の二つの調音
　器官素性を持つと仮定すると、（9）の表示が得
　られる。
　（9）
　　　　　　X（＝1hノ）　　　　　X（”／i／）
　　　　　　i　　　l
　　　　　　R　　　　　　　　　R
I－voice］【＋cons］［－son】【DAGlot】　pACor］［DADors］1－cons］
　まず後続母音より素性［DACor］が／h／へ
と波及し、それにあわせ［DAGIot］が／h／の
接点より切り離され（delink）、調音点素性
［DACor］を持つ無声子音となる。しかしなが
らこの段階では同じ調音点素性をもつ摩擦音
［s］と［c］を区別できないので、ここでも必
要な素性を付与するすることが必要となる。す
なわちドイッ語における［x］と［c］の交替
と同じように、調音素性波及後に［－
anterior］、［＋distributed］、［－strident］を
付与することで［9］を導くことができる。
　次に／i／の前で口蓋化を起こす／s／と／t／を
扱う。8ここでも本来の調音点（歯茎）からさら
に硬口蓋に接近した調音点（硬口蓋歯茎）に変
わるという点で口蓋化が起こっていると考えら
れるが、（10）が示すように歯茎音である／s、
tノは調音点素性として［DACor］をあらかじ
め持っているという点においてこれまでの事例
とは違っている。
（10）
　　　　　　Xl←＝ls，t！）　　　　X2（＝／iノ）
　　　　　　l　　　I
　　　　　　Root　　　　　　　　　Root
／一［。voice】［＋◎ons］　［gson】IDACor】　［DACor］pACor］［－cons］
　且alleの分析に従えば、母音の［DACor］が
まず左側へ波及する。それに伴い最初からあった
［DA（）or］が削除される。次に／S／の場合は［－
anterior］、［＋dis　ributed］、［＋sUident］が／｛ノの場
合にeま　［ε血］、　［－anterior］、　［＋distributed］　カ§
それぞれ付与される。これにより／s／は［∫］
として、／t／は［∫］として具現化する。この
過程はそれぞれ（11a）（11b）のように表すこ
とができよう。
（11）
a．【＋strid】1－ant】　　【＋dis】
X1（＝ls，の
l
Root
X2（’／i！）
l
Root
［・voicc］【＋cons］【。son】lDACor】　【DACor］［・cons】
b．【affr】　　【。ant］　　【＋dis】
　　　　　　［・voicc】【＋cons葺一son】pACor】　　【DACor】［・cons
　ここでいくつかの疑問が生じる。すなわち1）
同じ調音器官素性を持つ分節音同士で調音器官
素性のみの波及が存在するのか、2）調音器官
素性の波及とは別個に付与される素性
［－anterior］は、本当に波及とは別の規則で
与えられなければならないのか、そして3）軟
口蓋音軟音化で調音器官素性波及後に付与され
る［＋anterior］は他の口蓋化と関係があるのか、
さらに4）調音器官素性波及後に付与される素
性の数に制限はあるのかなどが問題となってく
るが、次節では［anterior］が関わっている2）
と3）の2つの問題 論じる。
4．Halle（2005）の問題
　まず前節の3）に関して、Halleが挙げてい
る英語の事例（／k／→［s］）のように口蓋化に
伴い［＋anterior］を持つ子音に変わる事例が
一般的であるかどうかは疑問である6しかも
／k／と同じ調音器官素性を持つ有声子音の／g／
は［＋anterior］ではなく［－anterior］を持
つ破擦音［d5］へと変化している。　Hal1（1997：77）
は口蓋化によく見られる事例として（12）の各
例を挙げている。
（12）ax→∫、　k→tf，　x→9／－i、e
　　b．s→∫、s→C／．．i，　e
（12a）では前舌母音の前で軟口蓋音が硬口蓋
歯茎音あるいは歯茎硬口蓋音、つまり［＋
anterior］ではなく［－anterior］を持つ音に
変わり、（12b）では［＋anterior］である歯茎
音が同じ環境で（10a）同様の［一　anterior］
を持つ硬口蓋歯茎音あるいは歯茎硬口蓋音に変
わっている。
　ここで素性［anterior］の値に注目し、前節
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までに取り上げられてきた口蓋化の事例を再度
みてみよう。
（13）　a．x→∫／i＿［－anterior］→［一　anterior］
　　　b．k→s／＿i［一　anterior］→［＋anterior］
　　　cg→d5／＿i［一　anterior］→［－anterior］
　　　d．s→∫／＿i　［＋anterior］　→　［－anterior〕
　　　e．t→tf／＿i［＋anteriOr］　　→　［－anteriOr］
　　　f，h→C／．．．i［－anterior］→［－anterior］
　同じ環境にありながら調音点素性波及後に
［＋anterior］を持っているのは（13b）だけで
ある。異例と考えられる所以である。
　前舌母音の前後という同じ環境で起こる口蓋
化の結果、影響を受けた子音がみな［－
anterior］を持つことになるのであれば、前舌
母音の調音器官素性である［DACor］が波及
する際に［－anterior］も一緒に波及すると考
えることも可能である。
　実際にClements　and　Hume（1995）では前
舌母音を特徴づける［coronal］の下に［－
anterior］が位置づけられているので9、
［coronal］を波及させることで自動的に［－
anterior］　iOも波及することになり、口蓋化も
調音点同化として扱うことができる。また（12）、
（13）の口蓋化の諸例を考慮に入れれば、調音
点素性とその依存素性を同時に扱う方法がより
自然で妥当であると思われる。以上のように考
えることにより、口蓋化も隣接する言語音から
の素性の波及で起こる同化現象の一つにすぎな
いということができるのである。
　他方Halleの分析では、全ての素性はそれぞ
れ単独でRootと結びついているので調音器官
素性［corona1］のみを波及させることは可能
でも、その波及に伴い必要になってくる
［－anterior］は別な規則によって付与せざるを
得ない。逆にいえぱ、調音素性の波及だけでは
同化現象と見なすことができない事例があるか
らこそ、例えば英語の軟ロ蓋音軟音化（／k／→
［s］）では、別な手段で必要な素性を付与する
必要が出てくることになる。どんな素性をどれ
だけ付与すればいいのかについてのもっともな
理由が別に必要となってくるのである。またそ
の素性を付与する規則が英語の軟口蓋音軟音化
のためだけに必要だとすれば、Halleの分析は
それだけ一般性が低くなるといわざるを得な
い。以上の点から、Clements　and　Humeが提
案しているような、関係する素性がまとまりを
なす枠組みの方が、素性が他の素性とまとまり
をなさずに個別にRootと結合するHaUeの枠
組みよりも、多くの言語に見られる口蓋化を統
一的かつ効率的に説明することができると考え
られる。
5．まとめ
　前舌母音を特徴づける［corona1］（Halleの
分析では［DACoronal］）の依存素性として素
性［－anterior］を設定し［coronal］とともに
波及させることにより、前舌母音の前後でみら
れる口蓋化という現象を、他の同化、特に調音
点同化現象と同じように扱うことができること
を論じた。なお素性波及後の素性付与の仕組み
についての全貌はHalle（2005）では明らかに
されてはいないが、［－anterior〕以外の［affr］
などの素性も本当に必要なのかどうかについて
は別な機会に論じたい。
注
1　竹林（1996：100）。
2　精密表記ではそれぞれ［li］、田と標記される。
3　Harris（1994：118）からの例。
4　同化は発話のスタイルや速さなどによりおこりや
　すい場合もあればそうでないこともある。
5　Clements（1985）、　Pulleyblank（1989）、　Hall（1997）
　なども前舌母音が素性［coronal］を持つと分析して
　いる。
6　服部（1960）は「チ」と「ツ」の子音音素として／c／を、
　竹林（1990）では現代日本語の発音を考慮し／c／と
　／t／という2種類の音素をそれぞれ仮定している。
7　英語の／t／は歯茎音であるが日本語では歯音であ
　る。また／i、j／の前の／S／は歯茎硬口蓋摩擦音とし
　て具現化されるので本来［g］で標記されるべきも
　のであるが、ここでは［∫］を使う。同様に／i、」／の
　前の／t／は歯茎硬口蓋破擦音［t9〕として具現化す
　るが［t∫］と表記する。
8　1to　and　Mester（1995：827・832）は最適性理論の枠組
　みに基づき（i）（ii）の制約を設けて、日本語で観察
　　される口蓋化を説明している。
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（i）　　＊TI：＊【Coronal】　【Vplacc］
　　　　　　　　　　　［－back］
［＋anterior］　　　［÷high】
（ii）　＊SI：＊【Coronal］　　【VpIace】
　　　　　［fricative］　　　【－back】
1 1
　　　　　　　［＋anterior］　　［＋high】
　　（i）は日本語の中核的な語彙層で適用される制約で
　　［ti］、［si］などを排除する。一方周辺的な語彙では、
　　例えばシティバンク（Citibank）［∫iti　banku］のよ
　　うに、［ti］は許容されるものの、［si］は中核的な
　　語彙と同様に禁止されることから（i）の適用範囲を
　　摩擦音／s／に限定した制約が（ii）である。
9　Clements　and　Humeの枠組みでは子音の調音点素
　　性はC・placeの下に、母音の調音点素性はC－place
　　のさらに下の母音独自のV－placeの下に指定され
　　る。
101｛all（1997）は、［－anterior］ではなく前舌母音を
　　特徴づける［－back］を［＋P（alatalization
　　feature）］として［＋coronal］の依存素性と考え、［＋
　　coronal］の波及の際に［＋P］も同時に波及すると
　　考えている。［coronal］の依存素性が口蓋化に必要
　　である点は本稿の主張と共通している。ただ前提
　　とする部分にかなりの相違が見られるので、どち
　　らが妥当であるかを論じることは容易ではなくこ
　　こで立ち入ることはしない。
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